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1． はじめに 
 
オブジェクト指向分析において，要求機能からのオ

ブジェクト抽出作業を，分解・対応付け・統合という

3 つの段階に分けることにより品質特性を明示的に考

慮しながら系統的にオブジェクトを抽出する方法の研

究を進めている［1］． 

本稿ではこのオブジェクト抽出法の統合の段階にお

いて，品質特性を考慮して高度なオブジェクトを抽出

する方法について述べる． 

 

2．オブジェクト統合における問題と解決策 
 
2.1 オブジェクトの統合 

オブジェクトの統合とはオブジェクトの要素を組み

合わせて実際にオブジェクトへ組み上げることである．

オブジェクトの要素とは，要求機能の詳細化により得

られた個々の機能要素を実現するオブジェクトの形態

を有するソフトウェア構成要素である． 

 

2.2 問題 

分析者は暗黙的な知識を使用して統合作業を行うた

め，自分の分析行為のドキュメント化や抽出したオブ

ジェクトの由来や理由などの考慮点を明確に述べるこ

とが難しい．また，経験の浅い分析者は統合作業を行

うときに必要な考慮点が分からず，高度なオブジェク

トを抽出することができない． 

 

2.3 対策 

上記の問題を解決するためオブジェクトの統合を段

階分けし，各段階で品質特性を検討可能とする統合方

式を実現する 
 
（１）オブジェクト統合の段階分け 

分析者がオブジェクト要素を統合するとき，オブジ

ェクト要素を一度に組み上げることは難しい．統合を

４つの段階に分け，各段階で行う作業を規定する統合

作業により，分析者が暗黙的知識を使用して行ってい

たことを明示的に誰でも理解できるようにしたオブジ

ェクト抽出法を実現する． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）品質特性と統合の段階の対応付け 

統合の４つの段階のうちどの段階で，どの品質特性

を考慮してオブジェクトを統合するかを決定する．こ

れにより，品質特性を満たす高度なオブジェクトの実

現を図る．（１）で定義するオブジェクト統合の各段階

で検討可能な品質特性を明らかにし，品質特性を明示

的に検討する仕組みを実現する． 

 

3. オブジェクト統合の段階 
 
 多様な分野で使用可能なオブジェクトの実現を目指

し，以下の着眼点の違いに注目して統合作業を４つの

段階に分ける． 

 ①オブジェクト自身の機能や構造 

 ②オブジェクト間の関係 

 ③他のシステムへの適用性 

 ④オブジェクトの規格 

統合の段階は対象システムに限定した統合段階と他

のシステムも考慮したシステム統合段階の 2種類に分

けられる．①，②は対象システム内のオブジェクトの

高度化の段階であり，③は同じ組織内で開発した他の

システムとの再利用を考える段階，④が他の組織で作

られたオブジェクトや機能の再利用を考える段階であ

る． 
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図 1 オブジェクト統合の段階 

 

4．統合の 4段階におけるオブジェクトの組み上げ法 

 

段階１（共通化） 

検討対象はオブジェクトそのものの持つ機能や構造

である．オブジェクトの機能や構造の類似性を似基づ

いてオブジェクトを共通化する． 
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表１ オブジェクト統合と品質特性の対応表 
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①同一責務が存在するとき共通化を行い一つのオブジ

ェクトにまとめる． 

②オブジェクト内に存在する機能のうち，他のオブジ

ェクトと同一な機能を抽出し，当該機能を別のオブ

ジェクトとして独立させる． 
 

段階２ （抽象化） 

検討対象はオブジェクト間の関係である．複雑な関

係や同種のオブジェクトを抽象化してまとめたオブジ

ェクトを抽出し，システム内部のイベントや制御の調

整をする． 
 
①抽象オブジェクトを抽出し，オブジェクトの機能の

抽象化をする． 

②複数のオブジェクトが同じデータ構造をもちそれら

のデータが永続的である場合，仕様オブジェクトを

抽出する． 

③多対多の関係にあるオブジェクト間の関係を対応付

けるオブジェクト作成し、関係を抽象化する． 
 
段階３（ドメイン階層化） 

 検討対象はシュレイアー・メラーオブジェクト指向

分析法[2]におけるドメインである．同一組織内で開発

した他のシステム（既存のシステム）のドメインの再

利用の可能性を考慮しオブジェクトを組み変え，オブ

ジェクトの適用性能を上げる． 
 
①対象システム内にあるオブジェクトの集合が既存の

システムで実現されているかを検討し，実現されて

いた場合，既存のシステムのオブジェクトの集合を

再利用する． 

②分析対象のオブジェクト集合で再利用性が高いオブ

ジェクトをサービスドメインに再定義して，再利用

性を高める． 
 

段階４（パターン化） 

 検討対象はオブジェクトのモデルパターン［3］やデザ

インパターン［4］である． 

他組織のシステムへ適用可能な規格に準じたオブジ

ェクトやコンポーネントの作成を行う．また，他のシ

ステムから抽出されたパターンをシステムに適用する． 
 

①分析において遭遇した典型的な要素が既存のパター

ンで実現できるか検証する．パターンと一致した場

合はパターンを適用する． 
 
5.分析における品質特性の段階的適用 
   
  表１にオブジェクト統合の各段階で検討する品質

特性[5]を示す．品質特性を考慮する段階を明確化す

ることで，品質特性を満たしたオブジェクト抽出を

可能とする． 

  段階が異なると，同一名の品質特性でもその内容

は異なる．分析者は実現したい品質特性を，対応表

を基に段階ごとに指定されているオブジェクトの組

み上げ法で実行することにより，目的の品質特性を

有するオブジェクトを抽出する． 
 
6.おわりに 
 
本稿ではオブジェクト抽出法におけるオブジェク

トの統合の 4段階と品質特性について述べ，オブジ

ェクト統合における各段階での品質特性の指針を示

した． 

現在小規模リアルタイムシステムの分析に本方法

を適用し，要求される品質特性を満たす高度なオブ

ジェクトの抽出が可能となる見込みを得ている。 
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